
 

 
教室名：高崎麓小学校放課後子ども教室 

連絡先：都城市教育委員会生涯学習課 

電 話：０９８６－２３－９５４５ 

ＦＡＸ：０９８６－２５－１０４３ 
     

１ 実施状況   

主な活動場所 前田児童館 対 象 学 校 都城市立高崎麓小学校 

開設時間・ 

年回数等 

毎週 月～金曜 年（232回） 

午後３時～６時 

対 象 学 年 

平 均 参 加 人 数 

１～６年生 

    14 人 

○コーディネーター（ １ ）人   ○安全管理員（ 3 ）人   ○学習アドバイザー（ ０ ）人 

    

２ 年間の取組    

月 主な活動 その他の活動 

４ ・放課後子ども教室開講式 

・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動をする。 

・月の計画以外に子ども達が好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

５ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に子ども達が好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する       

６ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に子ども達が好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

７ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

 

・月の計画以外に子どもが好きな遊び、したい遊

びなどを自由に活動する。 

・七夕飾りを製作する。 

８ ・毎日の宿題をする。 

・縄瀬小の子ども達との体験活動に参加する。 

・都城高専の出前実験に参加する。 

・月の計画以外に子ども達が好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

・七夕飾りを飾る。 

９ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に子ども達が好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

１０ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に子ども達が好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

１１ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に子ども達の好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

１２ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に子ども達の好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

１ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・縄瀬小、三和地区の子ども達との初詣交流会に

参加する。 

・月の計画以外に子ども達の好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

２ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

 

・防災マップ作りに参加する。 

・１年間お世話になった６年生に寄せ書きを作成

する。 

３ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・６年生とのお別れ会をする。 

・月の計画以外に子ども達の好きな遊び、したい

遊びなどを自由に活動する。 

 



３ 特色のある取組の紹介 

① 「子ども教室同士、地域の子ども達との交流会を通じての保護者、地域の方たちとのふれあいの充実」                                  

 

【ここがイチオシ・教室自慢！】 

・都城高専の出前実験の体験学習は興味津々で子ども達の目がキラキラ輝く。 

・地域の方たちと危険な場所を歩いて調べ防災マップを作成する。 

・放課後子ども教室の交流会で保護者、地域の方々とのふれあいの充実。 

 

 

○ 活動内容 

（平日の活動） 

・子ども教室に来たら、まず手洗い、うがいなどを済ませ次の活動に移る。 

・週 1回の読み聞かせをして本に興味を持つように取り組む。 

・活動の後は、自分で使ったものを片付ける。 

・体育館を使用するときは必ずシューズを履いて活動する。 

（休日の活動） 

・七夕飾りをつくり自分の願い事などを書き子ども達で飾り付けをする。 

・交流会を通してウィンナーづくりの体験活動をする。 

・都城高専の出前実験の体験学習は、子ども達が喜んで参加できる活動であった。 

 （スライム作り、竹とんぼ作り、ロボットの操縦など） 

・初詣交流会では、2時間かけて往復を歩き、安全祈願、健康祈願などを体験する。 

・地域の方や保護者の方と一緒に歩き危険な場所などを自分自身で確認し、どこに 1 人暮らしの高齢者

がいるのか、川の水位などを調べて防災マップを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事業を実施して（参加者等の声） 

・都城高専の出前実験は保護者、高齢者の方なども見学にこられ普段出来ない体験に喜んで下さる。 

  （保護者、子ども） 

・これまで交流の無かった子ども達とも友達になれてよかった。（子ども） 

・来年もまた色々な体験学習、交流会に参加したい。（保護者、子ども） 

４ 次年度へ向けて 

 

○ これまで続けてきた体験活動などは引き続き継続していきたいと思う。 

 

○ 保護者の方や地域の方などに情報をもらい、自分でも情報を収集して色々な体験をさせたいと思う。 

 

○ 子ども達に生の演奏を聴かせてあげたいと思う。 

 

○ これからも保護者の方が、安心して子ども達を預けられる放課後子ども教室にしていきたいと思う。 

 

 

 

【都城高専の出前実験での体験学習】 


